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                        校 長  引 間 陽 子   

令和５年の幕開け。窓から遠く初日の出を拝み、刻々 
と勢いよく太陽が昇ってくるのを眺めました。我々を励   
ますかのような太陽のエネルギーを感じ、本年もよい年 
になりますようにと願いました。また、お正月の街に出 
かけた折には、すっかり葉の落ちた街路樹の木立と空一 
面に冴え渡る青に空気までが新鮮に感じて、凛とした気 
持ちになりました。 
 
 年末年始に昔の本の記録メモをめくっていたところ、 
纏う（まとう）という言葉を見つけ、気に入った言葉の 
一つだと懐かしく思いました。 
纏うは「①身に付ける ②巻き付く」という意味です 

が、著名な文学者の執筆にも現れます。夏目漱石氏の文 
学作品にも、数々表現されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  新年の節目には、何か特段に、気を纏えるように思います。日本は四季折々の節目があるお
国柄であるせいか、一つ一つの節目には人をプラスに変える空気、雰囲気をはじめ、気の力が
働くのではないかと感じさせることがあります。自分と向き合い、自分を変えていくというの
はなかなか難儀なものですが、自分を振い立たせるには、節目はチャンスの一つではないでし
ょうか。兎にも角にも卯年ですから、子どもたちには夢や目標に向かってチャレンジして、ピ
ョンと飛躍することを期待しています。 
  
本日から子どもたちと教職員がエネルギーチャージを完了して、元気に３学期を迎えました。

今学期は、第６学年の子どもたちは卒業へ向けて大切なステージになります。下級生の子ども
たちも進級への大切な時期です。高みを目指し大きく前進できるよう、教職員一同、力を合わ
せて指導してまいります。本年も、何卒よろしくお願いいたします。 

 

１月号 令和５年１月６日 第９号 

さいたま市立指扇小学校 

〒331-0078 

さいたま市西区西大宮１丁目 49－6 

電話 048-623-0133 FAX048-624-2200 

【児童数】男子 429名女子 443名計 872名 

学校の教育目標 やり抜く子の育成 

  かしこく やさしく たくましく あたたかく 

新年の気を纏う  ～夢や目標に向かって～    

2023初日の出 
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